
金沢美術工芸大学

芸術学専攻 　小論文Ａ 　

　　抜粋です。これを読んで、内容を二百字程度に要約しなさい。

　小論文Ｂ

　　制作年代：2004年　　　　　　大きさ：縦200cm、横301cm

　　技  法：油彩　カンヴァス　　所　蔵：Gayle and Paul Stoffel

       　

 視覚 　実技試験

  デザイン 　

 　  　専攻

 製品　 　実技試験

  デザイン　　

 　  　専攻

 環境 　実技試験

  デザイン 　

 　 　 専攻

工芸科 　実技試験

　

　　用いて立体表現しなさい。

　※　第１次選考は書類審査です。

　　与えられた「蕪(かぶ)」をモチーフとし、自由に想定した台の上に載せ粘土を

　　８００字程度で解説しなさい。

　　今までで、一番強く感謝したことをイメージし、魅力的な画面を構成してください。

　　自在ほうきで使う「ちりとり」をデザインしなさい。

　　配布された素材を用い、祝祭の場にふさわしいトーチを立体物として表しなさい。

　　それを台紙（ゴールデンボード）上に配置・構成したのち、画用紙に「トーチに

　　作　者：ピーター・ドイグ(PETER DOIG)

　　作品名：HOUSE OF PICTURES (CARRERA)

　　炎が灯された状態」を想定して鉛筆デッサンで表現しなさい。

　　配布された作品の図版を見て、何がどのように描かれているかに留意しながら、

令 和 ２ 年 度 推 薦 入 学 試 験 問 題

　　次に掲げる文章は、郡司ペギオ幸夫による『天然知能』（二〇一九年）からの

　　また、筆者の主張に対して、自分の意見を四百字程度で述べなさい。

学科・専攻名 第 ２ 次 選 考 試 験 問 題









 

令和２年度 

金沢美術工芸大学 美術工芸学部 美術科 芸術学専攻 

推薦入学 試験問題 小論文Ｂ 

 

 

 

 

 

配布された作品の図版を見て、何がどのように描かれているかに留意しながら、

８００字程度で解説しなさい。〔解答は別紙〕 

 

 

 

 

作 品 名：  HOUSE OF PICTURES (CARRERA) 

作  者：  ピーター・ドイグ(PETER DOIG) 

制作年代：  2004年 

技    法：  油彩  カンヴァス 

大 き さ：  縦 200cm、横 301cm 

所    蔵：  Gayle and Paul Stoffel 



令和２年度

金沢美術工芸大学　美術工芸学部

デザイン科　視覚デザイン専攻

推薦入試　第二次選考問題（実技試験）

受験番号

【問題】

　今までで、一番強く感謝したことをイメージし、

　魅力的な画面を構成してください。

【条件】

　・別紙に制作意図を記入してください。

　・与えられた用紙（B4ボード）の全面を使用してください。

　　

　・縦横は自由とします。

　

　・与えられた画材で着色してください。

　　

　・与えられた下書き用紙にアイデアを何パターンか展開し、

　　用意されたB1ボードに貼って提出してください。

　【注意】

　・色見本帳の使用は禁止します。

　・持参した絵具の使用は禁止します。

　・試験問題に関する質問は認めません。

　・問題用紙、下書き用紙は試験終了後、すべて回収します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　



令和2年度推薦入試　実技試験

金沢美術工芸大学　美術工芸学部　デザイン科　製品デザイン専攻

■問題

自在ほうきで使う「ちりとり」をデザインしなさい。

■デザインの条件

１. 自在ほうきの幅は 45cm である。

２. 学校の教室・廊下での使用を想定すること。

３. ちりとりとほうきは各々別の人が使用すると想定すること。

４.「ゴミの取りやすさ」「ゴミ箱への捨てやすさ」「使わない時の美しさを」を追求すること。

５. 造形・素材・色を自由に考えること。

６. 与えられたボール紙を使って丁寧にモデルを作り、４番の条件を検討すること。

■提出物

１.最終提案の着彩スケッチ：B3 サイズ１枚　  ボール紙で制作した提案モデル 1 点の最終イメージを精密に描くこと。

２.使用方法説明図：A3 サイズ１枚

　  デザインポイントと使い方をイラストと文章で簡潔に表現すること。

３.寸法図：A3 サイズ１枚

     寸法図及び素材や色彩などについて記載すること。

４.アイデアスケッチ：A3 サイズ 2 枚

　  異なるアイデアや形、機能などを表現すること。

※ １～４を別紙のレイアウト図を参照し、スチレンボードにレイアウトすること。

５.制作したモデル

　  最終提案モデル 1 点とその他検討モデルがあれば提出すること。

６.問題用紙

■注意

１. 提示したサンプルは参考とし、とらわれなくてよい。

２. 与えられたサンプル、材料、道具類などは、試験終了後に全て回収する。

３. ボール紙を加工する際に怪我をしないように注意すること。

受験番号



令和２年度

金沢美術工芸大学 美術工芸学部デザイン科 環境デザイン専攻

推薦入試　第2次選考問題

【問題】

配布された素材を用い、祝祭の場にふさわしいトーチを立体物として表

しなさい。それを台紙（ゴールデンボード）上に配置・構成したのち、

画用紙に「トーチに炎が灯された状態」を想定して鉛筆デッサンで表現

しなさい。 

【条件】

・ 立体物は台紙に接着して固定しなさい。

・ 立体物の面の配色は、配布された素材で自由に設定してよい。

・ 立体物の大きさは台紙の幅・奥行きの範囲とし、高さ30㎝を超えてはならない。

・ 鉛筆デッサンはすべてフリーハンドで描きなさい。

【注意】

・ 問題に関する質問には答えられない。

・ デッサンは受験番号を書く欄を裏側とし、表側に描きなさい。

・ 立体物を配置する台紙（ゴールデンボード）は、受験番号を書く欄を裏面とし、表側

に固定しなさい。

・ 試験終了時間までに作品をダンボール板に固定すること。

・ この問題用紙は試験会場からの持ち出しを禁止し、試験終了後に回収する。

・ 制作により出たゴミは、所定の場所に捨てなさい。

受験番号：



令和２年度 

金沢美術工芸大学 工芸科 推薦入試 

実技試験 （立体表現） 

令和元年 11 月 1６日（土曜日） 

午前 8 時 30 分～12 時 30 分 

条件１.台の形状、大きさ、想定する素材は自由。 

    ２.モチーフの大きさ、個数は自由。但し、モチーフ自体は加工しない事。 

  ３.解答作品は塑像板から高さ３０cm 以内。 

  ４.解答作品は塑像板からはみ出さない事。 

   ５.粘土は必要な量だけ袋から取り出して使用する事。 

   

注意１.用具は募集要項に指定された持参用具と机上のもの以外使用してはならない。 

モチーフ 蕪 １個 

配布用具 水粘土１kg×１０個、塑像板、粘土ヘラ、霧吹き、鉛筆３本、消しゴム、 

問題 

与えられた「蕪
かぶ

」をモチーフとし、自由に想定した台の上に載せ 

粘土を用いて立体表現しなさい。 


